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1. 第７回大会開催のお知らせ

　別紙のプログラムにしたがって、日本ラカン協会第７回大会を開催いたします。多数の方々の御参加を仰ぎたくお知らせ申し上げます。
　つきましては、会場準備等の都合がございますので、同封の葉書に大会および懇親会の御出席の有無を御記入の上、11月22日（木）までに御返送下さい。 また、連絡先の異動などございましたらあわせて御記入いただければ幸いです。なお、大会参加費の徴収はいたしません。大会開催について御意見、御質問等ご ざいましたら、当協会事務局までお問い合わせ下さい。
　　　なお、大会当日の運営にご協力いただける方を募集しております。ご協力いただける方は、どうぞ当協会事務局までご連絡ください。

2. 2006/2007年（2006/10/01-2007/09/30）及び2007/2008年度現在までの会員の入退会について
入会者：　1名
退会者：　4 名
現在会員数 90名（Ａ会員 58名、Ｂ会員32名）


3.　機関誌の発行について

　協会機関誌『I.R.S.---ジャック・ラカン研究』第六号につきましては、発行時期が大幅に遅れまして大変申し訳ございません。現在12月大会時の 刊行を目指して鋭意編集作業を進めておりますので、どうぞいましばらくお待ちください。なお、次号７号については、平年どおりの発行をめざして刊行準備を すすめる予定です。以下のとおり公募論文の締切りが12月末日に設定されていますので、どうぞご応募ください。


4.  機関誌７号掲載公募論文について

　機関誌第7号に掲載される論文を公募いたします。締め切りは、本年12月末日、枚数は、400字詰め原稿用紙で50枚程度。テーマは、ラカンおよび精神 分析に関するもの。会員諸氏におかれましては、ふるってのご応募をお願いいたします。提出方法等につきましては事務局までお問い合わせ下さい。

5. 研究会について

　本年度はじめより理事会で協会主催の研究会の企画を検討してまいりました。今後月一回程度のペースで企画できればと考えておりますが、今回最初の試みと して、11月24日（土）に研究会を行います。講師は首都大学東京の遠藤不比人先生で、今年５月にソウルで行われたラカン派の国際学会についてご報告いた だき、あわせてこの学会に参加された英米圏のラカン研究者の仕事についてご紹介いただく予定です。詳細についてはウェッブ及びメールアドレスをお知らせい ただいている方はメールでお知らせします。

6. メールへの移行について

　すでにお知らせしましたとおり、理事会において、財務状況の改善、事務作業の効率化の観点から、会員の皆様への連絡手段を、可能な範囲でメールに移行す ることが承認されました。今後メールでの連絡に移行して構わないとお考えの会員の皆様は、事務局のメールアドレス （sljsecretariat@netscape.net）までその旨お知らせいただくか、大会の出欠返信はがきにメールアドレスをご記入ください。お 知らせいただいたアドレスについては、協会の連絡以外には利用しません。またアドレスの管理については、細心の注意を払って行う所存です。皆様のご理解と ご協力を賜りましたら幸いです。

7. 名簿の送付について

　2007/2008年度の名簿をお届けします。
　他、訂正がございましたら事務局までお知らせ頂ければ幸いです。

8. 会費納入のお願い

　2007/2008年度（2006/10/01-2007/09/30）分の会費納入をお願いいたします。会費の納入は大会当日会場にても受け付けます が、御欠席の方は同封の郵便振替票にて振替を御利用願います。念のために記載いたしますと、振替口座番号は「00110-9-604146」、口座名称は 「日本ラカン協会事務局」です。
　前年度までの会費未納分に関しましては、2007/2008年度の金額に未納分の金額をプラスして郵便振替票に記載しておりますので、よろしくお願いい たします。不明な点などございましたら、ご遠慮なく当協会事務局までお問い合わせ下さい。

9. 文献目録作成への協力について

   当協会のホームページ（http://www.k4.dion.ne.jp/%7Elsj/）にて、ラカン関係文献目録を公開しております。追 加・訂正などがございましたら、事務局までお知らせ下さいますようご協力をお願い申し上げます。

以上

